
[bookmark: _GoBack]「みんなのリーフレット」で街 (まち)のバリア (ばりあ)を探 (さが)してみよう（その１）参考資料４－２

<イラスト (いらすと)の説明 (せつめい)・解説 (かいせつ)（リーフレット (りーふれっと)に説明 (せつめい)の載 (の)っているイラスト分 (ぶん)）>

①エレベーター (えれべーたー)
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エレベーター (えれべーたー)でないと移動 (いどう)できない人 (ひと)がいます。
心 (こころ)ない言葉 (ことば)や態度 (たいど)、見 (み)て見 (み)ぬふりをする人 (ひと)によって、スムーズ (すむーず)に移動 (いどう)できないバリアが生 (う)まれます。


②バリアフリートイレ (ばりあふりーといれ)
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車椅子 (くるまいす)やオストメイト (おすとめいと)（※）、乳 (にゅう)幼 (よう)児 (じ)連 (づ)れの人 (ひと)、手 (て)助 (だす)けが必要 (ひつよう)な人 (ひと)等 (など)が使 (つか)えるように作 (つく)られたトイレです。また、見 (み)た目 (め)で分 (わ)かりづらくても、このトイレ (といれ)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)もいます。
☞このトイレ (といれ)でなくても用 (よう)をたせる人 (ひと)がこのト (と)イ (い)レ (れ)を使 (つか)うと、このト (と)イ (い)レ (れ)しか使 (つか)えない人 (ひと)が困 (こま)ります。
※人工 (じんこう)肛門 (こうもん)・人工 (じんこう)膀胱 (ぼうこう)を持 (も)っている人 (ひと)のことです。




③段差 (だんさ)・④階段 (かいだん)
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お店 (みせ)の前 (まえ)などに段差 (だんさ)があると入 (はい)れない人 (ひと)がいます。段差 (だんさ)があると足 (あし)や車輪 (しゃりん)が引 (ひ)っかかってしまい危険 (きけん)です。
☞でもなぜ段差 (だんさ)があるのでしょう。また、絵 (え)には通 (とお)れている人 (ひと)もいます。バリア (ばりあ)はどこに（いくつ）あると思 (おも)いますか。


⑤観劇 (かんげき)・鑑賞 (かんしょう)
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情報 (じょうほう)の伝 (つた)え方 (かた)が不十分 (ふじゅうぶん)なため、人 (ひと)によっては必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)が得 (え)られない場合 (ばあい)があります。
視覚 (しかく)障害 (しょうがい)や聴覚 (ちょうかく)障害 (しょうがい)の人 (ひと)は、たとえば、文字 (もじ)表示 (ひょうじ)だけ、音声 (おんせい)アナウンス (あなうんす)だけでは、情報 (じょうほう)を得 (え)られません。
そのことで、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の困 (こん)難 (なん)さはもちろんのこと、講演会 (こうえんかい)・展覧会 (てんらんかい)・お芝 (しば)居 (い)等 (など)も十分 (じゅうぶん)に楽 (たの)しめません。
☞字幕 (じまく)・手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)・音声 (おんせい)・点字 (てんじ)等 (など)、その人 (ひと)に合 (あ)った情報 (じょうほう)の伝 (つた)え方 (かた)やコ (こ)ミ (み)ュ (ゅ)ニ (に)ケ (け)ー (ー)シ (し)ョ (ょ)ン (ん)が求 (もと)められます。




⑥補助 (ほじょ)犬 (けん)（盲導犬 (もうどうけん)・聴 (ちょう)導 (どう)犬 (けん)・介助 (かいじょ)犬 (けん)）
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障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が自立 (じりつ)と社会 (しゃかい)参加 (さんか)をするための大切 (たいせつ)なパートナー (ぱーとなー)です。
☞法律 (ほうりつ)（※）で、お店 (みせ)や施設 (しせつ)は、補助 (ほじょ)犬 (けん)の同伴 (どうはん)を断 (ことわ)ることはできないと定 (さだ)められています。
（※身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)補助 (ほじょ)犬法 (けんほう)）

⑦試験 (しけん)
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社会 (しゃかい)のルール (るーる)や制度 (せいど)によって公平 (こうへい)に試験 (しけん)や研修 (けんしゅう)を受 (う)けさせてもらえない場合 (ばあい)があります。
☞試験 (しけん)、就職 (しゅうしょく)や、住 (す)む場所 (ばしょ)を借 (か)りるなど、さまざまな場面 (ばめん)で、公平 (こうへい)な機会 (きかい)を与 (あた)えてもらえないバリア (ばりあ)があります。

「みんなのリーフレット (りーふれっと)」で街 (まち)のバリア (ばりあ)を探 (さが)してみよう（その２）
<イラスト (いらすと)の説明 (せつめい)の解説 (かいせつ)（リーフレット (りーふれっと)に説明 (せつめい)の載 (の)っていないイラスト分 (いらすとぶん)）>

リーフレット (りーふれっと)の街 (まち)の中 (なか)には、リーフレット (りーふれっと)に説明 (せつめい)のある①～⑦のほかにもバリア (ばりあ)やバリア (ばりあ)解消例 (かいしょうれい)があります。イラスト (いらすと)を探 (さが)してみよう！
いくつ見 (み)つけられたかな？どうしてそれがバリア (ばりあ)だと思 (おも)いますか？


（１）見 (み)開 (ひら)き左 (ひだり)　受 (うけ)付 (つけ)
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情報 (じょうほう)の伝え方 (つた　かた)が不十分 (ふじゅうぶん)だと、人 (ひと)によっては必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)が得 (え)られないことがあります。たとえば、聴覚 (ちょうかく)障害 (しょうがい)の人 (ひと)は、音 (おと)や声 (こえ)だけでは情報 (じょうほう)が得 (え)られません。
→筆談 (ひつだん)や手話 (しゅわ)、文字 (もじ)が表示 (ひょうじ)される設備 (せつび)を使 (つか)うなど、その人 (ひと)に合 (あ)ったコミュニケーション (こみゅにけーしょん)が求 (もと)められます。

（２）見 (み)開 (ひら)き左 (ひだり)　案 (あん)内 (ない)板 (ばん)
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子 (こ)どもや障害者 (しょうがいしゃ)を含 (ふく)め、多 (おお)くの人 (ひと)が理解 (りかい)できるように、案内板 (あんないばん)は、その高 (たか)さ、文字 (もじ)の大 (おお)きさ、形 (かたち)、内容 (ないよう)のわかりやすさなどへの十分 (じゅうぶん)な配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)です。
→大 (おお)きくてわかりやすい文字 (もじ)や記号 (きごう)、色 (いろ)を用 (もち)いることはもちろん、やさしい日本語 (にほんご)やカラーバリアフリー (からーばりあふりー)（誰 (だれ)にもわかりやすい色 (いろ)使 (づか)い）、外国語 (がいこくご)への配慮 (はいりょ)も重要 (じゅうよう)です。

（３）見 (み)開 (ひら)き中 (ちゅう)央 (おう)　車椅子 (くるまいす)使用者用 (しようしゃよう)駐車 (ちゅうしゃ)区画 (くかく)
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車椅子 (くるまいす)を使 (つか)う人 (ひと)等 (など)、車 (くるま)の乗 (の)り降 (お)りに大 (おお)きなスペース (すぺーす)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)等 (など)が使 (つか)えるように作 (つく)られた、幅 (はば)の広 (ひろ)い駐車 (ちゅうしゃ)区画 (くかく)（幅 (はば)3.5ｍ (めーとる)）です。
→この駐車場 (ちゅうしゃじょう)でなくても停 (と)められる人 (ひと)がこの駐車場 (ちゅうしゃじょう)に車 (くるま)を停 (と)めると、必要 (ひつよう)な人 (ひと)が停 (と)められず困 (こま)ります。


（４）見 (み)開 (ひら)き中央 (ちゅうおう)　視覚 (しかく)障害者用 (しょうがいしゃよう)信号機 (しんごうき)
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視覚 (しかく)障害 (しょうがい)の人 (ひと)が補助 (ほじょ)犬 (けん)（盲導犬 (もうどうけん)）を連 (つ)れて、白 (はく)杖 (じょう)を持 (も)って横 (おう)断 (だん)歩 (ほ)道 (どう)を渡 (わた)っています。「視覚 (しかく)障害者用 (しょうがいしゃよう)信号機 (しんごうき)」が、音 (おと)によって、信号 (しんごう)が青 (あお)であることを知 (し)らせています。
→この絵 (え)では、「視覚 (しかく)障害者用 (しょうがいしゃよう)信号機 (しんごうき)」や、補助 (ほじょ)犬 (けん)（盲導犬 (もうどうけん)）によって、バリア (ばりあ)解消 (かいしょう)され、安全 (あんぜん)に横断 (おうだん)歩道 (ほどう)を渡 (わた)っています。
※視覚 (しかく)障害 (しょうがい)の人 (ひと)や高齢者 (こうれいしゃ)等 (など)が安全 (あんぜん)に横断 (おうだん)歩道 (ほどう)を渡 (わた)るには、こうした「視覚 (しかく)障害者用 (しょうがいしゃよう)信号機 (しんごうき)」や、ボタン (ぼたん)を押 (お)すと青 (あお)信号 (しんごう)の時間 (じかん)が延長 (えんちょう)される「高齢者 (こうれいしゃ)等 (とう)感応式 (かんのうしき)信号機 (しんごうき)」も重要 (じゅうよう)です。最近 (さいきん)では、この他 (ほか)に、スマートフォン (すまーとふぉん)から情報 (じょうほう)を伝 (つた)えられる「高度化 (こうどか)ＰＩＣＳ (ぴっくす)」や、横断 (おうだん)歩 (ほ)道内 (どうない)の誘導 (ゆうどう)ブ (ぶ)ロック (ろっく)である「エスコートゾーン (えすこーとぞーん)」等 (など)もあります。





（５）見 (み)開 (ひら)き中 (ちゅう)央 (おう)　視覚 (しかく)障害者 (しょうがいしゃ)誘導用 (ゆうどうよう)ブロック (ぶろっく)（点字 (てんじ)ブロック (ぶろっく)と呼 (よ)ぶこともあります）
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視覚 (しかく)障害 (しょうがい)の人 (ひと)の安全 (あんぜん)でスムーズ (すむーず)な移動 (いどう)等 (など)のために、交差点 (こうさてん)での歩道 (ほどう)と車道 (しゃどう)の境目 (さかいめ)や、道 (みち)などの必要 (ひつよう)な所 (ところ)に、敷 (し)かれています。
→誰 (だれ)かが、ここに自転車 (じてんしゃ)を停 (と)めたために、視覚 (しかく)障害 (しょうがい)の人 (ひと)が歩 (ある)けなくなってしまっています。さらに、ケガ (けが)をしたり、歩 (ある)く方 (ほう)向 (こう)がわからなくなることもあり危険 (きけん)です。

※ここに自転車 (じてんしゃ)を停 (と)めたり、上 (うえ)の絵 (え)の「車椅子 (くるまいす)使用車用 (しようしゃよう)駐車 (ちゅうしゃ)区画 (くかく)」に車 (くるま)を停 (と)めてしまった誰 (だれ)かは、ブロック (ぶろっく)や区画 (くかく)の意味 (いみ)を知 (し)らなかったのでしょうか？それとも、それが必要 (ひつよう)な人 (ひと)たちが困 (こま)ってしまうことへの想像力 (そうぞうりょく)が足 (た)りなかったのでしょうか。（答 (こたえ)：両方 (りょうほう)）


（６）見 (み)開 (ひら)き面 (めん)左 (ひだり)　歩 (ある)きスマホ (すまほ)
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電車 (でんしゃ)のホーム (ほーむ)で歩 (ある)きながらスマートフォン (すまーとふぉん)を操作 (そうさ)している人 (ひと)がいます。
→歩 (ある)きスマホ (すまほ)は他 (ほか)の人 (ひと)への衝突 (しょうとつ)や、線路 (せんろ)に転落 (てんらく)する危険性 (きけんせい)があります。




（７）見 (み)開 (ひら)き面 (めん)中 (ちゅう)央 (おう)　ヘルプマーク (へるぷまーく)
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義足 (ぎそく)や人工 (じんこう)関節 (かんせつ)、内部 (ないぶ)障害 (しょうがい)や難病 (なんびょう)の方 (かた)など、外見 (がいけん)から分 (わ)からなくても援助 (えんじょ)や配慮 (はいりょ)を必要 (ひつよう)としている方々 (かたがた)が、周囲 (しゅうい)の方 (かた)に配慮 (はいりょ)を必要 (ひつよう)としていることを知 (し)らせることで、援助 (えんじょ)を得 (え)やすくなるよう、東京都 (とうきょうと)が作成 (さくせい)したマーク (まーく)です。
マーク (まーく)をつけている人 (ひと)には、同 (おな)じ姿 (し)勢 (せい)を保 (たも)つことが困難 (こんなん)、聴覚 (ちょうかく)障害 (しょうがい)、視覚 (しかく)障害 (しょうがい)などさまざまな人 (ひと)がいます。席 (せき)を譲 (ゆず)ることや、駅 (えき)や商業 (しょうぎょう)施設 (しせつ)等 (など)での声 (こえ)かけなどの配慮 (はいりょ)、また、災害 (さいがい)時 (じ)は、安全 (あんぜん)に避難 (ひなん)するための支援 (しえん)等 (など)が必要 (ひつよう)です。


（８）見 (み)開 (ひら)き右 (みぎ)　段 (だん)差 (さ)・階 (かい)段 (だん)【補 (ほ)足 (そく)説 (せつ)明 (めい)】
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お店 (みせ)の前 (まえ)などに段差 (だんさ)があると入 (はい)れない人 (ひと)がいます。段差 (だんさ)があると足 (あし)や車輪 (しゃりん)が引 (ひ)っかかってしまい危険 (きけん)です。
→でもなぜ段差 (だんさ)があるのでしょう。また、絵 (え)には通 (とお)れている人 (ひと)もいます。バリア (ばりあ)はどこに（いくつ）あると思 (おも)いますか。

※（８）の補足 (ほそく)説明 (せつめい)
＜考 (かんが)えられるバリア (ばりあ)とバリア (ばりあ)の解 (かい)消 (しょう)例 (れい)（通 (とお)れている人 (ひと)）です。＞
１　建物 (たてもの)を建 (た)てるとき、建物 (たてもの)を注文 (ちゅうもん)した人 (ひと)の認識 (にんしき)不足 (ぶそく)や、段差 (だんさ)解消用 (かいしょうよう)の面積 (めんせき)が少 (すく)ないこと等 (など)によって段差 (だんさ)が発生 (はっせい)します。
(1)意識 (いしき)のバリア (ばりあ)（認識 (にんしき)不足 (ぶそく)・無関心 (むかんしん)）や、物理的 (ぶつりてき)な制限 (せいげん)（面積 (めんせき)が足 (た)りない）によって
(2)物理的 (ぶつりてき)なバリア (ばりあ)が発生 (はっせい)します。
→バリア (ばりあ)の解消例 (かいしょうれい)＞１意識 (いしき)して ２スロープ (すろーぷ)設計 (せっけい)＝段差 (だんさ)解消 (かいしょう)(イラスト (いらすと)④)

２　建物 (たてもの)を建 (た)てた後 (あと)、建物 (たてもの)を管理 (かんり)する人 (ひと)の認識 (にんしき)不足 (ぶそく)や対 (たい)応 (おう)不 (ぶ)足 (そく)で段 (だん)差 (さ)が続 (つづ)きます。
(3)意識 (いしき)のバリア (ばりあ)（認識 (にんしき)不足 (ぶそく)・無関心 (むかんしん)）などによって
(4)物理的 (ぶつりてき)なバリア (ばりあ)が継続 (けいぞく)します。
→バリア (ばりあ)の解消例 (かいしょうれい)＞３意識 (いしき)して ４可動 (かどう)スロープ (すろーぷ)設置 (せっち)＝段差 (だんさ)解消 (かいしょう)（イラスト (いらすと)④）
→バリア (ばりあ)の解消例 (かいしょうれい)＞５意識 (いしき)して ６管理者 (かんりしゃ)や周囲 (しゅうい)の人 (ひと)での人的 (じんてき)対応 (たいおう) ＝段 (だん)差 (さ)解 (かい)消 (しょう)
（イラスト (いらすと)③のやや左 (ひだり)上 (うえ)でベビーカー (べびーかー)を運 (はこ)んでいる）


使 (つか)い方 (かた)のヒント (ひんと)
リーフレット (りーふれっと)の使 (つか)い方 (かた)の例 (れい)をご紹 (しょう)介 (かい)します！

【ヒント (ひんと)】
1 カンナ (かんな)ちゃんが住 (す)む街 (まち)の中 (なか)にバリア (ばりあ)がいくつあるか探 (さが)してみましょう。【例 (れい)１～２】

2 見 (み)開 (ひら)き面 (めん)の何 (なに)も書 (か)かれていないふきだしに、当 (あ)てはまりそうなセリフ (せりふ)を考 (かんが)えて書 (か)いてみましょう。【例 (れい)３】
　
3 ①で見 (み)つけたバリア (ばりあ)が「４つのバリア (ばりあ)」のどれに当 (あ)てはまるか考 (かんが)えてみましょう。【例 (れい)４】

④リーフレット (りーふれっと)に書 (か)かれているバリア (ばりあ)のほかに、日常 (にちじょう)にどんなバリア (ばりあ)があるか考 (かんが)えてみましょう。バリア (ばりあ)をなくすためにはどうしたらよいか、あなたにできることは何 (なに)か考 (かんが)えてみましょう。
　また、周 (まわ)りの人 (ひと)にも日 (にち)常 (じょう)でどんなことがバリア (ばりあ)に感 (かん)じるか聞 (き)いてみましょう。【例 (れい)５】

⑤外 (そと)に出 (で)て、街 (まち)にあるバリア (ばりあ)や、バリア (ばりあ)が解消 (かいしょう)されたところを探 (さが)してみましょう。【例 (れい)６】


【例 (れい)１】
〇まず、見 (み)開 (ひら)きの下 (した)半 (はん)分 (ぶん)(解 (かい)説 (せつ))を折 (お)って隠 (かく)して、イラスト (いらすと)を見 (み)ます。
〇番号 (ばんごう)の書 (か)かれているところは、「バリア (ばりあ)」があります。何 (なに)がバリア (ばりあ)になっているか考 (かんが)える時 (じ)間 (かん)を取 (と)ります。
〇次 (つぎ)に、見 (み)開 (ひら)きの下 (した)半 (はん)分 (ぶん)を出 (だ)して、状況 (じょうきょう)解説 (かいせつ)と何 (なに)がバリア (ばりあ)か、確認 (かくにん)します。

【例 (れい)２】
〇番 (ばん)号 (ごう)の書 (か)かれているところ以 (い)外 (がい)にも、この絵 (え)の中 (なか)には「バリア (ばりあ)」や「バリア (りあ)の解消例 (かいしょうれい)」が隠 (かく)れています。
〇「どこに隠 (かく)れているか探 (さが)せますか。」いくつあるか、また何 (なに)がバリア (ばりあ)になっているか考 (かんが)える時 (じ)間 (かん)を取 (と)ります。
　〇見 (み)開 (ひら)きの下 (した)半 (はん)分 (ぶん)による解 (かい)説 (せつ)、それからホームページ (ほーむぺーじ)の解説 (かいせつ)（リーフレット (りーふれっと)には解説 (かいせつ)のない絵 (え)も含 (ふく)めて解説 (かいせつ)が載 (の)っています）をもとに確認 (かくにん)します。

【例 (れい)３】
　〇この絵 (え)の中 (なか)には吹 (ふ)き出 (だ)しがあります。
　〇「それぞれ、どのようなセリフ (せりふ)が入 (はい)るでしょうか。」考 (かんが)える時 (じ)間 (かん)を取 (と)ります。
　〇見 (み)開 (ひら)きの下 (した)半 (はん)分 (ぶん)による解 (かい)説 (せつ)、それからホームページの解説 (かいせつ)（リーフレットには解 (かい)説 (せつ)のない絵 (え)も含 (ふく)めて解 (かい)説 (せつ)が載 (の)っています）をもとに確認 (かくにん)します。

【例 (れい)４】
　〇見 (み)つけたバリアは、リーフレット (りーふれっと)の下部 (かぶ)の「４つのバリア (ばりあ)」のどれに該当 (がいとう)するか、考 (かんが)える時 (じ)間 (かん)を取 (と)ります。
　〇たくさんのバリア (ばりあ)や、バリア (ばりあ)にも４つのバリア (ばりあ)があることを知 (し)り、どんなことを考 (かんが)えたか、確認 (かくにん)します。

【例 (れい)５】
〇リーフレット (りーふれっと)以外 (いがい)に、日常 (にちじょう)にどんなバリア (ばりあ)があるか考 (かんが)える時 (じ)間 (かん)を取 (と)ります。（※）
〇バリア (ばりあ)をなくすためにどうしたらよいか、また自分 (じぶん)にできることを考 (かんが)えます。
〇周 (まわ)りの人 (ひと)にも日 (にち)常 (じょう)でどんなことがバリア (ばりあ)に感 (かん)じるか聞 (き)きます。
〇考 (かんが)えた結 (けっ)果 (か)を、発 (はっ)表 (ぴょう)や確 (かく)認 (にん)をします。

※他 (ほか)の人 (ひと)のバリア (ばりあ)、また自分 (じぶん)や友達 (ともだち)、家族 (かぞく)にはどんなバリア (ばりあ)があるでしょうか。読 (よ)めない漢 (かん)字 (じ)の案 (あん)内 (ない)板 (ばん)、エレベータ (えれべーた)が満員 (まんいん)で弟妹 (ていまい)のベビーカー (べびーかー)が乗 (の)れなかったことは？

【例 (れい)６】
　〇自分たちの住 (す)んでいる街 (まち)にも、バリア (ばりあ)や、バリア (ばりあ)を解消 (かいしょう)するための工夫 (くふう)があります。こうしたことを見 (み)つけに、周 (しゅう)辺 (へん)をぐるりと歩 (ある)いて戻 (もど)ります。
〇グループ (ぐるーぷ)に分 (わ)かれて、気 (き)になったことや気 (き)づいたことを話 (はな)し合 (あ)います。付 (ふ)箋 (せん)に書 (か)き出 (だ)したり、大 (おお)きな紙 (かみ)に書 (か)いたりするのも有 (ゆう)効 (こう)です。
〇気 (き)づいたバリア (ばりあ)や、バリア (ばりあ)解消 (かいしょう)の工夫 (くふう)、また自分 (じぶん)は何 (なに)ができそうかなど、考 (かんが)えたことを発 (はっ)表 (ぴょう)しあいます。

（まとめ：リーフレット (りーふれっと)見 (み)開 (ひら)き右 (みぎ)下 (した)、折 (お)り中 (なか)下 (か)部 (ぶ)より抜 (ばっ)粋 (すい)加 (か)工 (こう)）
〇自分 (じぶん)も含 (ふく)め、世 (よ)の中 (なか)にはいろんな人 (ひと)がいるけれど、大多数 (だいたすう)の人 (ひと)に合 (あ)わせて作 (つく)られた社 (しゃ)会 (かい)環境 (かんきょう)には、まだまだバリアがある。
〇お互 (たが)いの違 (ちが)いを尊 (そん)重 (ちょう)して、みんなが一緒 (いっしょ)に過 (す)ごせるようにしていきたい。
〇一人 (ひとり)一人 (ひとり)が誇 (ほこ)りをもって生活 (せいかつ)できる社会 (しゃかい)「共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)」にしていくために、
〇身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で、自分 (じぶん)ができることは何 (なん)だろう。考 (かんが)えて、行 (こう)動 (どう)してみよう！
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